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〈訂正とお詫び〉
日本補綴歯科学会誌10巻1号に誤表記がございましたので訂正させていただきます．

　このたびは，ゴシックアーチの解釈について，著者らが齋藤善広先生の論文から図の引用改変を行っていたにも

かかわらず，齋藤先生のお名前ならびに参考文献の記載が漏れた状態で掲載まで至っておりました．そのため，該

当箇所の内容があたかも著者らの報告であるかのような表現となっておりました．深くお詫びするとともに，以下

のように訂正させていただきます．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本補綴歯科学会（前々）編集委員会

19ページ　図3

誤）図3　ゴシックアーチの読み取り

正）図3　ゴシックアーチの読み取り

19ページ　4行目

（参考文献16）からの引用改変）

　誤）具体的には以下の通りである．

　正）齋藤はボステリアガイダンスの解釈について以下のように報告している16）．

22ページ　参考文献16）を追記しました．

　16）齋藤善広．総義歯咬合採得におけるゴシックアーチとタッピングポイント記録についての統計分析　描

　記図の定量的評価とゴシックアーチスコアによる形態的評価との関連について．日本顎咬合学会誌：咬み合わ

　せの科学2009；29（4＞：252－265．
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図3ゴシックアーチの読み取り

（1）ゴシックアーチ描記のメカニズム

（2）a．穎路上に障害があるとド顎運動がスムースに行えず，描

記線は破線となる（白矢印）．　b．片側性の場合は障害側の動

きが制限され，描記線は短くなる．c．両側性の場合はすべての

運動路が短くなる．
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〈正〉
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C．

図3ゴシックアーチの読み取り（参考文献16）からの引用改変）

（1）ゴシックアーチ描記のメカニズム

（2）a，頼路上に障害があると下顎運動がスムースに行えず，描

記線は破線となる（白矢印）．　b．片側性の場合は障害側の動

きが制限され，描記線は短くなる．c．両側性の場合はすべての

運動路が短くなる．

ボステリアガイダンスに問題がない場合には比較的容

易にゴシックアーチを描記することができるが，ボス

テリアガイダンスに何らかの障害を有する場合にはそ

の解釈に注意が必要である．具体的には以下の通りで

ある．
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ボステリアガイダンスに問題がない場合には比較的容

易にゴシックアーチを描記することができるが，ボス

テリアガイダンスに何らかの障害を有する場合にはそ

の解釈に注意が必要である．齋藤はボステリアガイダ

ンスの解釈について以下のように報告している’6）．
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